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３－３ 相手国側分担事業の概要 

 

「イ」国側で負担する主要事項は、以下のとおりである。 

 

（1） 手続き関連 

1） 本協力対象事業に関する一切の税金の免除 

無償資金協力事業は免税が原則である。本計画に関連する日本法人及び日本人、建設に必

要な輸入資材、機材等に対して課せられる輸入税等は免税されるように、主管官庁・実施機

関である農業省は「イ」国関係機関に対して必要な措置を講じる。 

日本国及び第三国からの資機材に掛かる輸入関係の全ての税は農業省が支払う。輸入に際

しては、本工事の施工業者がその対象となるマスターリスト、パッキングリスト、CIF 価格等

の輸入に係わる全ての情報、書類を農業省に提出する。農業省はそれらもとに輸入手続きを

行いジャカルタ若しくは建設地最寄りの港、或いはジャカルタ空港にて施工者が資機材を受

け取り現場に搬送する。 

付加価値税の免税申請手続きの流れは、工事請負業者(申請者)→農業省→財務省→農業省

→工事請負業者の順で、工事請負業者に免税許可書が発行される。 

 

2） 本協力対象事業に関する建築許可に必要な許認可の申請及び取得。 

 

3） 銀行取り極め（B/A）及び支払授権書（A/P）発行並びにそれらに伴う手数料の負担。 

 

4） 輸入資機材の迅速な荷揚げ、免税措置、通関手続きの保証及び迅速な国内輸送の確保。 

 

5） 認証された契約に基づく資機材の供給及び業務の遂行を図る日本人に対して、「イ」国への

入国及び同国での滞在に必要な便宜供与。 

 

6） 無償資金協力により建設された施設及び調達された機材の効果的な運用並びに維持管理を

図るための予算措置。 

 

（2） 関連工事 

1） DIC スバンのアクセス道路拡幅 

2） 協力対象施設用地の造成・植栽の伐採・整地 

3） 協力対象施設用地の既存建物の解体・移転 

4） DIC メダン、DIC ランプンにおいて本計画竣工後に「イ」国側が実施する改修工事 

5） DIC スバンの協力対象施設用地までの電気の引込み 

6） DIC メダン、DIC ランプンにおける本計画実施に合わせた施設受電容量の増強 

7） DIC スバンの協力対象施設用地までの電話の引込み 

8） DIC メダン、DIC ランプンの本計画施設への直通電話線の引込み 

9） DIC ランプンの本計画実施に合わせた自家発設備の増強 

10） DIC スバンの協力対象施設用地までの給水設備の引込み 
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11） DIC スバンの職員住宅・畜産公衆衛生棟・車庫・守衛室・塀及び出入りゲート 

12） 協力対象施設に必要な一般家具・什器・備品の購入。 

13） DIC メダン、DIC ランプンにおいて本計画竣工後に「イ」国側が実施する既存機材の移転・

据付 

（3） 検査・研修等立会い等 

1） 事前準備、周辺住民への説明・同意の獲得、広報活動。 

2） 本計画に関連する施設内での各 DIC 職員を対象に実施するソフトコンポーネントとそのた

めに必要な交通費・宿泊費用等 

3） 各 DIC 職員の対象職員の訓練立会い 

（4） その他 

本計画の施設建設に係る建築確認・建設工事諸申請手続き費用 

その他、無償資金協力によって調達されるもの以外の諸費用は、全て「イ」国側負担となる。 

 

これに関連して、上述の「イ」国側負担工事の実施スケジュールを表 3-35 に示す。 

 

表3-35 「イ」国負担工事スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
 (「イ」国側工事）

1 計画地準備：　スバン敷地確保・同　アクセス
　道路拡幅・同　塀・DICメダン及びDICランプーン敷地整地
2  本工事終了後の改修工事 DICスバン
3 DICスバン電力引き込み・DICメダン及びDICランプーン
  電力容量増強 メダン /ランプーン
4 電話工事
5 DICランプーン自家発設備増強工事

6  給水工事
7 建設工事：　DICスバン職員住宅・畜産公衆衛生棟・車庫
　守衛棟・塀・ゲート等 DICメダン及びDICランプーン
8 家具・什器・備品

　本計画に係る輸入税

　本計画に係るソフトコンポーネント費用経費

Month
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３－４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

（1） DIC スバン 

 

1） 施設 

DIC スバンは新設の DIC であり、その施設では空調設備・給排水設備の主要機器の定期的な

維持管理としてフィルター清掃、水洗い、液や薬剤の補充といった軽微なメンテナンスや空

調設備及び電気機器の消耗品交換、機能検査を定期的に行うことのできる知識・技術ノウハ

ウを持った技術者の配置が必須である。特に、本施設には鳥インフルエンザなど高病原菌を

扱う AI 検査・診断部門は BSL-2 レベル相当の施設があり、その部分の空調設備では高性能フ

ィルターを装備した空調機や換気設備などの維持管理のための電気や空調のシステムを運用

できる知識、技術ノウハウと合わせて、AI 等の防護・封じ込めを完全ための建築設備の運用・

維持管理のノウハウの獲得が必須である。 

本施設の施設・機材の検査・診断に携わる人員及び施設・機材の維持管理人員は新たに組織

されることが約束された。本計画施設の検査・診断の内容は他の DIC 施設と同じであることか 

ら、図 3-52 のような組織体制となる。 

 

2） 機材 

機材の維持管理について「イ」国側はこの必要性を理解し要員の確保を約束した。維持管

理部門の役割として、担当者が機材台帳の作成・整備、交換部品・試薬・消耗品の調達業務

等を行い、基本機材の定期点検と簡単な修理を行う。機材代理店、維持管理会社との維持維

持管理契約では、とくに安全キャビネット及び実時間 PCR 装置について代理店等と維持管理

契約を結んで維持管理を行う必要がある。以下が「イ」国側と確認した代理店との維持管理

契約、外部委託の仕組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-52 DIC スバンの維持管理組織図 

 

所長(獣医) 

畜産検査・診断部 畜産関係情報課 総務課 

人事担当 経理担当 総務担当 

機材担当 電気担当 給排水担当空調担当 

細菌検査 ウイルス検査 病理検査 寄生虫検査 畜産公衆衛生検査生化学検査

チーフエンジニア
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図3-53 機材の維持管理体制 

 

（2） DIC メダン 

1） 施設 

DIC メダンの現状の施設・機材の維持管理については電気担当者 1名がいるだけであるため、

「イ」国側としては、図 3-54 に示すように追加要員として、チーフエンジニア、空調設備担

当、給排水設備担当、機材担当の計 4名の配置が必要である。この件に関して DGLS はその増

員を確約した。 

また、本施設には鳥インフルエンザなど高病原菌を扱う AI 検査・診断部門は BSL-2 レベル

相当の施設があり、その部分の空調設備では高性能フィルターを装備した空調機や換気設備

などの維持管理のための電気や空調のシステムを運用できる知識、技術ノウハウと合わせて、

AI 等の防護・封じ込めを完全ための建築設備の運用・維持管理のノウハウの獲得が必須であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-54 DIC メダンの維持管理組織図 

 

 

・機材代理店 
・メンテナンス会社 

･安全キャビネット 
･実時間 PCR 装置 
･他 

左アイテム以
外の機材で
DIC では修理
困難なもの 

維持管理 

契約等 

代理店との

維持管理契

修理等を

外部委託 

本計画で調達される機材

顕微鏡、伸展
器、等基礎的
機材等 

機材維持管理担当者 

所長(獣医) 

畜産検査・診断部 畜産関係情報課 総務課 

人事担当 経理担当 総務担当 

機材担当 給排水担当空調担当 

チーフエンジニア 

細菌検査 ウイルス検査 病理検査 寄生虫検査 畜産公衆衛生検査生化学検査 

 

電気担当 

新規スタッフ 
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2） 機材 

本計画で調達する機材に関しては、機材調達時に代理店等の技術者による操作及び保守管

理等の指導を受ける。安全キャビネット等の主要機材については、その性能維持のために代

理店との契約を結ぶ必要がある。 

本 DIC の機材の維持管理予算は、現状では Rp479 百万(約 600 万円)である。 

 

（3） DIC ランプン 

1） 施設 

DIC ランプンのの現状の施設・機材の維持管理については電気担当者 1名がいるだけである

ため、「イ」国側としては、図 3-55 に示すように追加要員として、チーフエンジニア、空調

設備担当、給排水設備担当、機材担当の計 4名の配置が必要である。この件に関して DGLS は

その増員を確約した。 

また、本施設には鳥インフルエンザなど高病原菌を扱う AI 検査・診断部門は BSL-2 レベル

相当の施設があり、その部分の空調設備では高性能フィルターを装備した空調機や換気設備

などの維持管理のための電気や空調のシステムを運用できる知識、技術ノウハウと合わせて、

AI 等の防護・封じ込めを完全ための建築設備の運用・維持管理のノウハウの獲得が必須であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規スタッフ 

 

 

 

 

図3-55 DIC ランプンの維持管理組織図 

 

 

所長(獣医) 

畜産検査・診断部 畜産関係情報課 総務課 

人事担当 経理担当 総務担当 

機材担当 給排水担当空調担当 

チーフエンジニア

細菌検査 ウイルス検査 病理検査 寄生虫検査 畜産公衆衛生検査生化学検査

 

電気担当 
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2） 機材 

既存機材の維持管理については DIC メダンと同様によく維持管理されている。また、本計

画で調達する機材に関しては、メダン同様に機材調達時に代理店等の技術者による操作及び

保守管理等の指導を受ける。安全キャビネット等の主要機材は、その性能維持のために代理

店との契約を結ぶ必要がある。 

本 DIC の現状の施設・機材の維持管理費は、Rp479 百万(約 600 万円)である。 
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３－５ プロジェクトの概算事業費 

 

３－５－１ 協力対象事業の概算事業費 

 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、20.49 億円となる。日本側と「イ」国

側との負担区分に基づく両国の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件によれば、次のとおりである。

なお、交換公文(E/N)上に記載される協力対象事業の供与総額は日本国が再審査を行ったうえで決定

する。 

 

（1） 日本国負担経費 

本計画は平成 19 年度の単年度にて実施される。 

表3-36 概算事業費総括表 

区  分 金  額 （百万円） 

 建    設    費 1,382.6 

 直 接 工 事 費 1,066.3 

 共 通 仮 設 費  80.6 

 現 場 管 理 費  135.8 

 一 般 管理費等  99.9 

機 材 調 達 費  231.2 

設 計 監 理 費 167.4  

合   計 1,781.2 

 

（2） 「イ」国負担経費 

本対象事業を実施するにあたって「イ」国側が負担する事項とその費用は次のとおりである。 

 

表3-37 「イ」国側負担内容及び経費 

（単位：百万ルピア、百万円） 

負担内容 数量 経 費 
経 費 

(日本円換算) 

備 考 

(費用負担部署)

DIC スバン進入道路整備 1,500 ㎡   420 6.1 (DGLS) 

建設予定地の造成・整地  2,600 ㎡   20 0.3 (DGLS) 

DIC スバン電気引込み・増強 一式   240 3.5 (DGLS) 

DIC スバン給水引込み 一式     217 3.2 (DGLS) 

(PBX を含む)電話設備の整備 一式    66 0.9 (DGLS) 

DIC ランプン自家発電設備改善 
100KVA 

1 台 
    290  4.2 (DGLS) 

DIC ランプン、礼拝所解体・新築・

DIC メダン鶏舎解体 

350 ㎡

 
 1,210 17.4 (DGLS) 
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負担内容 数量 経 費 
経 費 

(日本円換算) 
備 考 

(費用負担部署)

DIC スバン畜産公衆衛生棟・同敷

地塀・同車庫・同ガードマン小

屋・同ゲート、同職員社宅・フェ

ンス 

延床面積：

3,300 ㎡

フェンス： 

800ｍ

9,000 128.8 (DGLS) 

日本側工事に含まれない家具・什

器/備品、 
一式  1,100 15.7 (DGLS) 

輸入税   6,000 86.0 (DGLS) 

諸手続き費用 

BA、申請手数料、ソフトコンポ

ーネント先方側参加者費用等

を含む 

一式   100 1.4 (DGLS) 

計  18,663 267.5  

 

本計画に関連して「イ」国側が実施する負担工事の予算は DGLS の年度予算の約 2.1%(2006 年

DGLS 作成データ)であり、先方に確認した結果これらは 2008 年の AI 関連の特別予算として確保

されることが確約された。また、本プロジェクトにで整備される施設・機材の維持管理費を本

プロジェクト終了後も含め、農業省が負担することを農業大臣が書面で約束している。なお、

2008 年度の予算は 2007 年 10 月までに政府内での予算要求をする。 

 

（3） 積算条件 

①積算時点 平成 19 年 5 月（2007 年 5 月） 

②為替交換レート １Rp＝0.01430 円 

③施工期間 詳細設計、工事期間は業務実施工程に示したとおりである。 

④その他 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、実施されるものとす

る。 
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３－５－２ 運営･維持管理費 

 

（1） 維持管理費 

本計画施設が完成した後で、当該施設の維持管理に必要な費用として、以下のように試算さ

れる。下表はDICスバン、DICメダン及びDICランプン施設の維持管理費を合計した試算である。 

 

表3-38 維持管理費の試算結果（合計） 

（単位：Rp） 

費 目 開設年度 2年目以降 備 考 

① 電気料金 434,232,000 434,232,000  

② 電話料金 43,320,000 43,320,000  

③ 燃料費 90,072,000 90,072,000  

④ 水道料金 48,072,000 48,072,000  

⑤ LPガス料金 4,080,000 4,080,000  

⑥ ｴｱｰﾌｨﾙﾀｰ交換料金 0 124,600,000 完成後2年目から必要

⑦ 建物維持費 0 91,020,000 完成後2年目から必要

計 ①～⑦（施設関連） 
619,776,000 

 (8,862,797円)

835,396,000 

 (11,194,163円)
 

計 ⑧⑨⑩（機材関連） 
184,335,664 

(2,636,000円)

443,346,153 

(6,339,850円)
 

合  計 
804,111,664 

(11,498,797円)

1,278,742,153 

(17,534,156円)
 

（交換レート： 1Rp／0.01430 円） 

 

1） DIC スバン（施設維持費） 

表3-39 維持管理費の試算結果（DIC スバン） 

（単位：Rp） 

費    目 開設年度 2 年目以降 

① 電気料金   260,568,000 260,568,000 

② 電話料金   19,140,000 19,140,000 

③ 燃料費   31,752,000 31,752,000 

④ 水道料金 24,072,000 24,072,000 

⑤ LP ガス料金 2,040,000 2,040,000 

⑥ エアーフィルター交換料金 － 62,300,000 

⑦ 建物維持費 － 59,300,000 

計 ①～⑦（施設関連） 
337,572,000 
(4,827,280 円) 

459,172,000 
(6,566,160 円) 

計 ⑧⑨⑩（機材関連） 
   184,335,664 

(2,636,000円) 

   330,118,881 

(4,720,700円) 

合  計 
521,907,664 
(7,463,280 円) 

789,290,881 
(11,286,860 円) 
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①電気料金··················································260,568,000 Rp/年 

本計画施設の契約電力は 300kW と想定される。使用電力は、平均して契約電力の 60%程度と

想定され 180kW となる。 

料金単価はインドネシア電力会社 PLN の単価を使い、下記のように算出される。 

 

表3-40 電気料金 

料金 使用量 時間 日数 月使用量 月料金 年料金 
電力料金 

Rp (kW) (h/日) (日/月) (kWh/月) (Rp/月) (Rp/年) 

ﾒｰﾀ使用料 6,000 - - - - 6,000 72,000

基本料金 24,600/kW 180 - - - 4,428,000 53,136,000

従量料金 600/kWh 180 8 20 28.800 17,280,000 207,360,000

合計      21,714,000 260,568,000

 

②電話料金···················································19,140,000 Rp/年 

電話料金は、電話の使用頻度によるので、本計画施設での使用状況を下記のように想定し

て算出する。 

市内通話   ： ３min/回×40 回/日 

市外通話  ： ３min/回×10 回/日 

国際通話   ： ３min/回×2回/日 

 

回線使用料 3,000 Rp/回線/月 

国内通話料金（市内） 250 Rp/3min 

国内通話料金（市外、スバン～ジャカルタ） 1,300 Rp/min 

国際通話料金（スバン～日本） 5,000 Rp/min 

 

表3-41 電話料金 

料金 回線数 通話時間 回数 日数 月料金 年料金 
電話料金 

(Rp)   (min/回) (回/日) (日/月) (Rp/月) (Rp/年) 

回線使用料 3,000/回線 5 － － － 15,000 180,000 

市内 250/3min － 3 40 20 200,000 2,400,000 

市外 1,300/min － 3 10 20 780,000 9,360,000

国際 5,000/min － 3 2 20 600,000 7,200,000

合計       1,595,000 19,140,000

 

③燃料費·····················································31,752,000 Rp/年 

本計画では非常用発電機と焼却炉の燃料として軽油が使用される。 

非常用発電機の運転時間は、試運転を含めて１ヶ月 4 時間程度と想定する。本計画での発

電機による非常用電力負荷は 100kVA とされることから、燃料費は 1 時間あたり 27 リットル

程度である。 

焼却炉は週 2日、月 8日稼動すると想定し、1日あたり 4時間運転すると想定する。燃油量

は 1時間あたり 15 リットル程度である。 
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表3-42 発電機用と焼却炉用燃料費 

 単価 使用量 時間数 月使用量 月料金 年料金 

 (Rp/ℓ ) (ℓ /h) (h/月) (ℓ /月) (Rp/月) (Rp/年) 

発電機用 4,500 27 4 108 486,000 5,832,000

焼却炉用 4,500 15 32 480 2,160,000 25,920,000

合計 - - - 588 2,646,000 31,752,000

 

④水道料金···················································24,072,000 Rp/年 

本計画施設における水の想定使用量は 20 ㎥/日と想定される。 

水道料金は使用量によって単価が変わるが、1 ヶ月の使用量が 20 ㎥を超える場合は

5,185Rp/㎥と割高となるため、試算では一律 5,000Rp/㎥として計算する。また、メーター使

用料として 6,000Rp かかる。 

 

表3-43 水道料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 
 

(Rp/㎥) (㎥/日) (日/月) (㎥/月) (Rp/月) (Rp/年) 

ﾒｰﾀ使用量 - - - - 6,000 72,000

従量料金 5,000 20 20 400 2,000,000 24,000,000

合計      24,072,000

 

⑤LP ガス料金 ·················································2,040,000 Rp/年 

ＬＰガスは実験室、パントリーで使われる。本計画施設における使用量は 2kg/日と想定さ

れ、1月あたり 40 kg/月となる。 

 

表3-44 LP ガス料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 

(Rp/kg) (kg/日) (日/月) (kg/月) (Rp/月) (Rp/年) 

4,250 2 20 40 170,000 2,040,000 

 

⑥エアーフィルター交換料金 ···································62,300,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

 空調関係で使用するエアーフィルターのうち、中性能及び高性能フィルターは使い捨てタ

イプとなる。本計画では夫々20 個のフィルターが使われる。中性能フィルターは 1 年ごとに

交換し、高性能は 2年ごとに交換となる。 

 

表3-45 エアーフィルター交換料金 

フィルター 単価 交換個数 年料金 

性能 (Rp/個) (個/年) (Rp/年) 

中性能 2,000,000 20 40,000,000

高性能 2,230,000 10 22,300,000

合計   62,300,000
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⑦建物維持費·················································59,300,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

本計画施設では外部・内部仕上げ用に、維持・管理が比較的容易な材料を選択する。外部

仕上げにおよびメンテナンスの容易なモルタル塗装仕上げとする。 

内部仕上げについては、いずれも清掃程度ですむような維持費の安価な仕上げ材を計画す

る。 

従って、建物の内外装、屋根防水補修、電気及び給排水・空調機器の修理部品・交換部品

購入等に要する建物維持費としては、現時点で日本の事例の 1/3 程度と想定し、20,000 Rp/

㎡/年とする。計画施設の面積は約 2,965 ㎡である。 

20,000 Rp/㎡/年×2,965 ㎡＝59,300,000 Rp/年 

 

⑧機材消耗品・試薬品代（初年度）·····························177,902,097Rp/年 

  同上（次年度以降）·········································230,804,195Rp/年 

 

〔初年度から必要なもの〕 

(1) PCR 装置 (試薬･ﾁｭｰﾌﾞ等)  480 件 × @ 1,250 = 600,000  

(2) 実時間 PCR (試薬･ﾁｭｰﾌﾞ等)  720 件 × @ 2,500 = 1,800,000 

 (ﾌﾟﾚｰﾄ､ﾌｨﾙﾑ､ｷｬﾂﾌﾟ)  1 台 × @ 54,000 = 54,000 

 (ｽﾍﾟｸﾄﾙ校正ｷｯﾄ)  1 台 × @ 90,000 = 90,000 
検査数根拠：1日あたり PCR 診断 2件＋実時間 PCR 診断 3件＝5件／日 

PCR 診断 2件×20 日×12 ヶ月＝480 件／年 

実時間 PCR 診断 3件×20 日×12 ヶ月＝720 件／年 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 消耗品・試薬品 小計  \2,544,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp177,902,097      

〔次年度から必要なもの〕 

(1)高圧蒸気滅菌器(C) (各種ﾌｨﾙﾀｰ) 1 台 × @ 58,500 = 58,500 

 (ﾄﾞｱｶﾞｽｹｯﾄ) 1 台 × @ 30,500 = 30,500 

 (ｽﾄﾚｰﾅｰ) 1 台 × @ 6,000 = 6,000 

 (記録紙) 1 台 × @ 52,000 = 52,000 

 (軟水樹脂､再生用塩) 1 台 × @ 128,000 = 128,000 

(2)双眼顕微鏡(A) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 3 台 × @ 3,150 = 9,450 

 (ｵｲﾙ) 3 台 × @ 2,750 = 8,250 

(3)双眼顕微鏡(B) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,000 = 3,000 

 (ｵｲﾙ) 1 台 × @ 8,000 = 8,000 

(4)双眼顕微鏡(C) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,150 = 3,150 

 (ｵｲﾙ)  1 台 × @ 2,750 = 2,750 

(5)倒立顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 4 台 × @ 2,000 = 8,000 

 (ｵｲﾙ)  4 台 × @ 2,750 = 11,000 

(6)蛍光顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 3,150 = 3,150 

 (水銀ﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 40,000 = 40,000 

 (ｵｲﾙ)  1 台 × @ 2,750 = 2,750 

(7)実体顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 2,000 = 2,000 

(8)ふ卵器 (ﾁｬｰﾄ紙､ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ)  3 台 × @ 17,000 = 51,000 

(9)PCR 装置 (試薬･ﾁｭｰﾌﾞ等)  480 件 × @ 1,250 = 600,000 

(10)実時間 PCR 装置 (試薬･ﾁｭｰﾌﾞ等)  720 件 × @ 2,500 = 1,800,000 

 (ﾌﾟﾚｰﾄ､ﾌｨﾙﾑ､ｷｬﾂﾌﾟ)  1 台 × @ 54,000 = 54,000 

 (ｽﾍﾟｸﾄﾙ校正ｷｯﾄ)  1 台 × @ 90,000 = 90,000 

 (11)pH メーター (pH 電極)  4 台 × @ 26,000 = 104,000 

 (ORP 電極)  4 台 × @ 30,000 = 120,000 
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 (pH ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  4 台 × @ 3,000 = 12,000 

 (ﾘﾌｧｲﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ)  4 台 × @ 1,000 = 4,000 

 (ORP ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  4 台 × @ 3,000 = 12,000 

(12)純水製造装置 (ｶｰﾄﾘｯｼﾞ､ﾌｨﾙﾀｰ)  1 台 × @ 31,000 = 31,000 

 (ｴﾚﾒﾝﾄ､ﾋｰﾀｰ､清浄剤) 1 台 × @ 46,000 = 46,000 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 消耗品・試薬品 小計  \3,300,500 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp230,804,195       

⑨機材交換部品（次年度以降） ··································80,993,006Rp/年 
〔次年度から必要なもの〕 

(1)自動包埋装置 (ﾀｲﾏｰ､ﾋｭｰｽﾞ) ※3 1 台 × @ 9,250 = 9,250 

 (ﾗﾝﾌﾟ､ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ) ※3 1 台 × @ 2,700 = 2,700 

 (ﾋﾞｰｶｰ) ※3 1 台 × @ 5,000 = 5,000 

(2)ふ卵器 (湿度計､ﾋｭｰｽﾞ) ※3 3 台 × @ 3,100 = 9,300 

 (室内灯､ｾﾝｻｰ素子) ※3 3 台 × @ 5,500 = 16,500 

 (ﾀﾝｸ､ﾄﾚｰ､ｶﾞｰｾﾞ袋) ※3 3 台 × @ 2,350 = 7,050 

(3)安全キャビネット (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  5 台 × @ 99,000 = 495,000 

 (蛍光灯) ※2  5 台 × @ 18,000 = 90,000 

 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 5 台 × @ 36,000 = 180,000 

(4)クリーンベンチ (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  1 台 × @ 99,000 = 99,000 

 (蛍光灯) ※2  1 台 × @ 18,000 = 18,000 

 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 1 台 × @ 36,000 = 36,000 

(5)ドラフトチャンバー (蛍光灯) ※2  1 台 × @ 18,000 = 18,000 

 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 1 台 × @ 36,000 = 36,000 

(6)PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※2 2 台 × @ 58,700 = 117,400 

 (蛍光灯､滅菌灯) ※2 2 台 × @ 9,500 = 19,000 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 交換部品   小計  \1,158,200 

 （1Rp/0.01430 円）  Rp80,993,006 

⑩機材維持管理契約費（初年度） ·································6,433,566Rp/年 

 機材維持管理契約費（次年度以降） ····························18,321,678Rp/年 

〔初年度から必要なもの〕 

(1)実時間 PCR (3 回/年) 1 年 × @ 92,000 = 92,000 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \92,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp6,433,566 

〔次年度以降から必要なもの〕 

(1)高圧蒸気滅菌器 (1 回/年) 1 年 × @ 20,000 = 20,000 

(2)安全キャビネット 5台 (1 回/年) 1 年 × @ 150,000 = 150,000 
（50,000 円/台、ただし 2台以降は 25,000 円/台） 

(3)実時間 PCR (3 回/年) 1 年 × @ 92,000 = 92,000 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \262,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp18,321,678 

_____________________________________________________________________________________ 

〔初年度〕                                  機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \2,636,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp184,335,664 

_____________________________________________________________________________________ 

〔次年度以降〕                              機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \4,720,700 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp330,118,881 
※1. 2 年に 1度交換するものと仮定する。 ※2. 1 年に 2度交換するものと仮定する。 

※3. 4 年に 1度交換するものと仮定する。 
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2） DIC メダン 

表3-46 維持管理費の試算結果（DIC メダン） 

（単位：Rp） 

費    目 開設年度 2 年目以降 

① 電気料金   86,832,000 86,832,000 

② 電話料金   12,828,000 12,828,000 

③ 燃料費   29,160,000 29,160,000 

④ 水道料金 12,000,000 12,000,000 

⑤ ＬＰガス料金 1,020,000 1,020,000 

⑥ エアーフィルター交換料金 － 31,150,000 

⑦ 建物維持費 － 17,060,000 

計 ①～⑦（施設関連） 
141,840,000 
(2,028,312 円) 

190,050,000 
(2,717,715 円) 

計 ⑧⑨⑩（機材関連） 
             0 

       (0円) 

    53,160,839 

(760,200円) 

計 
141,840,000 
(2,028,312 円) 

243,210,839 
(3,477,915 円) 

 

①電気料金···················································86,832,000 Rp/年 

本計画施設の契約電力は 100kW と想定される。使用電力は、平均して契約電力の 60％程度

と想定され 60kW となる。 

料金単価はインドネシア電力会社 PLN の単価を使い、下記のように算出される。 

表3-47 電気料金 

料金 使用量 時間 日数 月使用量 月料金 年料金 
電力料金 

Rp (kW) (h/日) (日/月) (kWh/月) (Rp/月) (Rp/年) 

ﾒｰﾀ使用料 6,000 - - - - 6,000 72,000

基本料金 24,600/kW 60 - - - 1,476,000 17,712,000

従量料金 600/kWh 60 8 20 9,600 5,760,000 69,120,000

合計      7,236,000 86,832,000

 

②電話料金···················································12,828,000 Rp/年 

電話料金は、電話の使用頻度によるので、本計画施設での使用状況を下記のように想定し

て算出する。 

市内通話   ： ３min/回×20 回/日 

市外通話  ： ３min/回×５回/日 

国際通話   ： ３min/回×１回/日 

 

回線使用料                     3,000Rp/回線/月 

国内通話料金（市内） 250 Rp/3min 

国内通話料金（市外、メダン～ジャカルタ）） 2,200 Rp/min 

国際通話料金（メダン～日本） 5,000 Rp/min 
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表3-48 電話料金 

料金 回線数 通話時間 回数 日数 月料金 年料金 
電話料金 

(Rp)   (min/回) (回/日) (日/月) (Rp/月) (Rp/年) 

回線使用料 3,000/回線 3 － － － 9,000 108,000 

市内 250/3min － 3 20 20 100,000 1,200,000 

市外 2,200/min － 3   5 20 660,000 7,920,000

国際 5,000/min － 3   1 20 300,000 3,600,000

合計       1,069,000 12,828,000

 

③燃料費·····················································29,160,000 Rp/年 

本計画では非常用発電機と焼却炉の燃料として軽油が使用される。 

非常用発電機の運転時間は試運転を含めて１ヶ月 4 時間程度と想定する。本計画での発電

機による非常用電力負荷は 50kVA とされることから、燃料費は 1時間あたり 15 リットル程度

である。 

焼却炉は週 2日、月 8日稼動すると想定し、1日あたり 4時間運転すると想定する。燃油量

は 1時間あたり 15 リットル程度である。 

表3-49 発電機用と焼却炉用燃料費 

 単価 使用量 時間数 月使用量 月料金 年料金 

 (Rp/ℓ ) (ℓ /h) (h/月) (ℓ /月) (Rp/月) (Rp/年) 

発電機用 4,500 15 4 60 270,000 3,240,000

焼却炉用 4,500 15 32 480 2,160,000 25,920,000

合計 - - - 540 2,430,000 29,160,000

 

④水道料金···················································12,000,000 Rp/年 

本計画施設における水の想定使用量は 10 ㎥/日と想定される。 

水道料金は使用量によって単価が変わるが、1 ヶ月の使用量が 20 ㎥を超える場合は

5,185Rp/㎥と割高となるため、試算では一律 5,000Rp/㎥として計算する。また、メーター使

用料として 6,000Rp かかるが、既存施設として支払うとして本試算では計上しない。 

表3-50 水道料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 

(Rp/㎥) (㎥/日) (日/月) (㎥/月) (Rp/月) (Rp/年) 

5,000 10 20 200 1,000,000 12,000,000 

 

⑤LP ガス料金 ·················································1,020,000 Rp/年 

ＬＰガスは実験室、パントリーで使われる。本計画施設における使用量は 1kg/日と想定さ

れ、1月あたり 20 kg/月となる。 

表3-51 LP ガス料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 

(Rp/kg) (kg/日) (日/月) (kg/月) (Rp/月) (Rp/年) 

4,250 1 20 20 85,000 1,020,000 
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⑥エアーフィルター交換料金···································31,150,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

空調関係で使用するエアーフィルターのうち、中性能及び高性能フィルターは使い捨てタ

イプとなる。本計画では夫々10 個のフィルターが使われる。中性能フィルターは 1 年ごとに

交換し、高性能は 2年ごとに交換となる。 

表3-52 エアーフィルター交換料金 

フィルター 単価 交換個数 年料金 

性能 (Rp/個) (個/年) (Rp/年) 

中性能 2,000,000 10 20,000,000 

高性能 2,230,000 5 11,150,000 

合計   31,150,000 

 

⑦建物維持費·················································17,060,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

本計画施設では外部・内部仕上げ用に、維持・管理が比較的容易な材料を選択する。外部

仕上げにおよびメンテナンスの容易なモルタル塗装仕上げとする。 

内部仕上げについては、いずれも清掃程度ですむような維持費の安価な仕上げ材を計画す

る。 

従って、建物の内外装、屋根防水補修、電気及び給排水・空調機器の修理部品・交換部品

購入等に要する建物維持費としては、現時点で日本の事例の 1/3 程度と想定し、20,000 Rp/

㎡/年とする。計画施設の面積は約 853 ㎡である。 

20,000 Rp/㎡/年×853 ㎡＝17,060,000 Rp/年 

⑧機材消耗品・試薬品代（初年度）······································0 Rp/年 

  同上（次年度以降）·········································17,961,538 Rp/年 

〔初年度から必要なもの〕 

なし 

_____________________________________________________________________________________ 

〔次年度から必要なもの〕 

(1)双眼顕微鏡(A) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 3 台 × @ 3,150 = 9,450 

 (ｵｲﾙ) 3 台 × @ 2,750 = 8,250 

(2)双眼顕微鏡(B) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,000 = 3,000 

 (ｵｲﾙ) 1 台 × @ 8,000 = 8,000 

(3)双眼顕微鏡(C) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,150 = 3,150 

 (ｵｲﾙ)  1 台 × @ 2,750 = 2,750 

(4)倒立顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 3 台 × @ 2,000 = 6,000 

 (ｵｲﾙ)  3 台 × @ 2,750 = 8,250 

(5)実体顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 2,000 = 2,000 

(6)ふ卵器 (ﾁｬｰﾄ紙､ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ)  1 台 × @ 17,000 = 17,000 

(7)pH メーター (pH 電極)  3 台 × @ 26,000 = 78,000 

 (ORP 電極)  3 台 × @ 30,000 = 90,000 

 (pH ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  3 台 × @ 3,000 = 9,000 

 (ﾘﾌｧｲﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ)  3 台 × @ 1,000 = 3,000 

 (ORP ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  3 台 × @ 3,000 = 9,000 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 消耗品・試薬品 小計  \256,850 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp17,961,538       
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⑨機材交換部品（次年度以降） ··································31,702,797Rp/年 

〔次年度から必要なもの〕 

(1)ふ卵器 (湿度計､ﾋｭｰｽﾞ) ※3 1 台 × @ 3,100 = 3,100 

 (室内灯､ｾﾝｻｰ素子) ※3 1 台 × @ 5,500 = 5,500 

 (ﾀﾝｸ､ﾄﾚｰ､ｶﾞｰｾﾞ袋) ※3 1 台 × @ 2,350 = 2,350 

(2)安全キャビネット (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  1 台 × @ 99,000 = 99,000 

 (蛍光灯) ※2  1 台 × @ 18,000 = 18,000 

 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 1 台 × @ 36,000 = 36,000 

(3)クリーンベンチ (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  1 台 × @ 99,000 = 99,000 

 (蛍光灯) ※2  1 台 × @ 18,000 = 18,000 

 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 1 台 × @ 36,000 = 36,000 

(4)PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※2 2 台 × @ 58,700 = 117,400 

 (蛍光灯､滅菌灯) ※2 2 台 × @ 9,500 = 19,000

  

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 交換部品   小計  \453,350 

 （1Rp/0.01430 円）  Rp31,702,797 

 

⑩機材維持管理契約費（初年度） ········································ 0Rp/年 

 機材維持管理契約費（次年度以降） ·····························3,496,503Rp/年 

〔初年度から必要なもの〕 

なし 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \0 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp0 

〔次年度以降から必要なもの〕 

(1) 安全キャビネット 1台 (1 回/年) 1 年 × @ 50,000 = 50,000 
（50,000 円/台、ただし 2台以降は 25,000 円/台） 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \50,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp3,496,503 

_____________________________________________________________________________________ 

〔初年度〕                                  機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \0 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp0 

_____________________________________________________________________________________ 

〔次年度以降〕                              機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \760,200 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp53,160,839 
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3） DIC ランプン 

表3-53 維持管理費の試算結果（DIC ランプン） 

（単位：Rp） 

費    目 開設年度 2 年目以降 

① 電気料金   86,832,000 86,832,000 

② 電話料金   11,352,000 11,352,000 

③ 燃料費   29,160,000 29,160,000 

④ 水道料金 12,000,000 12,000,000 

⑤ ＬＰガス料金 1,020,000 1,020,000 

⑥ エアーフィルター交換料金 － 31,150,000 

⑦ 建物維持費 － 14,660,000 

計 ①～⑦（施設関連） 
140,364,000 
(2,007,205 円) 

186,174,000 
(2,662,288 円) 

計 ⑧⑨⑩（機材関連） 
    0 

      (0円) 

  60,066,433 

(858,950円) 

計 
140,364,000 
(2,007,205 円) 

246,240,433 
(3,521,238 円) 

 

①電気料金···················································86,832,000 Rp/年 

本計画施設の契約電力は 100kW と想定される。使用電力は、平均して契約電力の 60%程度と

想定され 60kW となる。 

料金単価は PLN の単価を使い、下記のように算出される。 

 

表3-54 電気料金 

料金 使用量 時間 日数 月使用量 月料金 年料金 
電力料金 

Rp (kW) (h/日) (日/月) (kWh/月) (Rp/月) (Rp/年) 

ﾒｰﾀ使用料 6,000 - - - - 6,000 72,000

基本料金 24,600/kW 60 - - - 1,476,000 17,712,000

従量料金 600/kWh 60 8 20 9,600 5,760,000 69,120,000

合計      7,236,000 86,832,000

 

②電話料金···················································11,352,000 Rp/年 

電話料金は、電話の使用頻度によるので、本計画施設での使用状況を下記のように想定し

て算出する。 

市内通話   ： ３min/回×20 回/日 

市外通話  ： ３min/回×５回/日 

国際通話   ： ３min/回×１回/日 
回線使用料 3,000Rp/回線/月 

国内通話料金（市内） 250 Rp/3min 

国内通話料金（市外、ランプン～ジャカルタ） 1,800 Rp/min 

国際通話料金（ランプン～日本） 5,000 Rp/min 
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表3-55 電話料金 

料金 回線数 通話時間 回数 日数 月料金 年料金 
電話料金 

(Rp)   (min/回) (回/日) (日/月) (Rp/月) (Rp/年) 

回線使用料 3,000/回線 2 － － － 6,000 72,000 

市内 250/3min － 3 20 20 100,000 1,200,000 

市外 1,800/min － 3   5 20 540,000 6,480,000

国際 5,000/min － 3   1 20 300,000 3,600,000

合計       946,000 11,352,000

 

③燃料費·····················································29,160,000 Rp/年 

本計画では非常用発電機と焼却炉の燃料として軽油が使用される。 

非常用発電機の運転時間は試運転を含めて１ヶ月 4 時間程度と想定する。本計画での発電

機による非常用電力負荷は 50kVA とされることから、燃料費は 1時間あたり 15 リットル程度

である。 

焼却炉は週 2日、月 8日稼動すると想定し、1日あたり 4時間運転すると想定する。燃油量

は 1時間あたり 15 リットル程度である。 

 

表3-56 発電機用と焼却炉用燃料費 

 単価 使用量 時間数 月使用量 月料金 年料金 

 (Rp/ℓ ) (ℓ /h) (h/月) (ℓ /月) (Rp/月) (Rp/年) 

発電機用 4,500 15 4 60 270,000 3,240,000

焼却炉用 4,500 15 32 480 2,160,000 25,920,000

合計 - - - 540 2,430,000 29,160,000

 

④水道料金···················································12,000,000 Rp/年 

本計画施設における水の想定使用量は 10 ㎥/日と想定される。 

水道料金は使用量によって単価が変わるが、1 ヶ月の使用量が 20 ㎥を超える場合は

5,185Rp/㎥と割高となるため、試算では一律 5,000Rp/㎥として計算する。また、メーター使

用料として 6,000Rp かかるが、既存施設として支払うとして本試算では計上しない。 

 

表3-57 水道料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 

(Rp/㎥) (㎥/日) (日/月) (㎥/月) (Rp/月) (Rp/年) 

5,000 10 20 200 1,000,000 12,000,000 
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⑤LP ガス料金 ·················································1,020,000 Rp/年 

ＬＰガスは実験室、パントリーで使われる。本計画施設における使用量は 1kg/日と想定さ

れ、1月あたり 20 kg/月となる。 

表3-58 LP ガス料金 

単価 使用量 日数 月使用量 月料金 年料金 

(Rp/kg) (kg/日) (日/月) (kg/月) (Rp/月) (Rp/年) 

4,250 1 20 20 85,000 1,020,000 

 

⑥エアーフィルター交換料金···································31,150,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

空調関係で使用するエアーフィルターのうち、中性能及び高性能フィルターは使い捨てタ

イプとなる。本計画では夫々10 個のフィルターが使われる。中性能フィルターは 1 年ごとに

交換し、高性能は 2年ごとに交換となる。 

表3-59 エアーフィルター交換料金 

フィルター 単価 交換個数 年料金 

性能 (Rp/個) (個/年) (Rp/年) 

中性能 2,000,000 10 20,000,000 

高性能 2,230,000 5 11,150,000 

合計   31,150,000 

 

⑦建物維持費·················································14,660,000 Rp/年 

（2 年目以降） 

本計画施設では外部・内部仕上げ用に、維持・管理が比較的容易な材料を選択する。外部

仕上げにおよびメンテナンスの容易なモルタル塗装仕上げとする。 

内部仕上げについては、いずれも清掃程度ですむような維持費の安価な仕上げ材を計画す

る。 

従って、建物の内外装、屋根防水補修、電気及び給排水・空調機器の修理部品・交換部品

購入等に要する建物維持費としては、現時点で日本の事例の 1/3 程度と想定し、20,000 Rp/

㎡/年とする。計画施設の面積は約 733 ㎡である。 

20,000 Rp/㎡/年×733 ㎡＝14,660,000 Rp/年 

 

⑧機材消耗品・試薬品代（初年度）·······································0Rp/年 

  同上（次年度以降）··········································20,772,727Rp/年 

〔初年度から必要なもの〕 

なし 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 消耗品・試薬品 小計  \0 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp0       

〔次年度から必要なもの〕 

(1)双眼顕微鏡(B) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,000 = 3,000 
 (ｵｲﾙ) 1 台 × @ 8,000 = 8,000 
(2)双眼顕微鏡(C) (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 1 台 × @ 3,150 = 3,150 
 (ｵｲﾙ)  1 台 × @ 2,750 = 2,750 
(3)倒立顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ) 3 台 × @ 2,000 = 6,000 
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 (ｵｲﾙ)  3 台 × @ 2,750 = 8,250 
(4)蛍光顕微鏡 (ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 3,150 = 3,150 
 (水銀ﾗﾝﾌﾟ)  1 台 × @ 40,000 = 40,000 
 (ｵｲﾙ)  1 台 × @ 2,750 = 2,750 
(5)ふ卵器 (ﾁｬｰﾄ紙､ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ)  1 台 × @ 17,000 = 17,000 
(6)pH メーター (pH 電極)  2 台 × @ 26,000 = 52,000 
 (ORP 電極)  2 台 × @ 30,000 = 60,000 
 (pH ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  2 台 × @ 3,000 = 6,000 
 (ﾘﾌｧｲﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ)  2 台 × @ 1,000 = 2,000 
 (ORP ｿﾘｭｰｼｮﾝ)  2 台 × @ 3,000 = 6,000 
(7)純水製造装置 (ｶｰﾄﾘｯｼﾞ､ﾌｨﾙﾀｰ)  1 台 × @ 31,000 = 31,000 
 (ｴﾚﾒﾝﾄ､ﾋｰﾀｰ､清浄剤) 1 台 × @ 46,000 = 46,000 
_____________________________________________________________________________________ 
                                                 消耗品・試薬品 小計  \297,050 
  （1Rp/0.01430 円）  Rp20,772,727       
 

⑨機材交換部品（次年度以降） ··································34,048,951Rp/年 

〔次年度から必要なもの〕 
(1)自動包埋装置 (ﾀｲﾏｰ､ﾋｭｰｽﾞ) ※3 1 台 × @ 9,250 = 9,250 
 (ﾗﾝﾌﾟ､ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ) ※3 1 台 × @ 2,700 = 2,700 
 (ﾋﾞｰｶｰ) ※3 1 台 × @ 5,000 = 5,000 
(2)ふ卵器 (湿度計､ﾋｭｰｽﾞ) ※3 1 台 × @ 3,100 = 3,100 
 (室内灯､ｾﾝｻｰ素子) ※3 1 台 × @ 5,500 = 5,500 
 (ﾀﾝｸ､ﾄﾚｰ､ｶﾞｰｾﾞ袋) ※3 1 台 × @ 2,350 = 2,350 
(3)安全キャビネット (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  2 台 × @ 99,000 = 198,000 
 (蛍光灯) ※2  2 台 × @ 18,000 = 36,000 
 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 2 台 × @ 36,000 = 72,000 
(4)クリーンベンチ (HEPA ﾌｨﾙﾀｰ) ※1  1 台 × @ 99,000 = 99,000 
 (蛍光灯) ※2  1 台 × @ 18,000 = 18,000 
 (UV ﾗﾝﾌﾟ) ※2 1 台 × @ 36,000 = 36,000

  
_____________________________________________________________________________________ 
                                                 交換部品   小計  \486,900 

 （1Rp/0.01430 円）  Rp34,048,951 
 

⑩機材維持管理契約費（初年度） ········································ 0Rp/年 

 機材維持管理契約費（次年度以降） ·····························5,244,755Rp/年 

〔初年度から必要なもの〕 

なし 

_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \0 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp0 

〔次年度以降から必要なもの〕 

(1) 安全キャビネット 2台 (1 回/年) 1 年 × @ 75,000 = 75,000 
（50,000 円/台、ただし 2台以降は 25,000 円/台） 
_____________________________________________________________________________________ 

                                                 維持管理契約費 小計  \75,000 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp5,244,755 

_____________________________________________________________________________________ 

〔初年度〕                                  機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \0 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp0 

_____________________________________________________________________________________ 

〔次年度以降〕                              機材関連⑧＋⑨＋⑩ 小計  \858,950 

  （1Rp/0.01430 円）  Rp60,066,433 
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３－６ 協力対象事業実施に当っての留意事項 

 

1） 本件プロジェクトに関連して「イ」国側が実施する事業内容と重複しないことを確認す

る。 

 

2） 本件プロジェクトの工事入札前までに、「イ」国側が建設予定地内にある既存建物、地

中埋設物を解体・除去したのち造成・整地を完了し、日本側が行う工事が予定通りに実

施できるよう必要に応じて「イ」国側と協議し調整する。 

 

3） 工事の入札前までに、「イ」国側が本工事を実施するために必要な仮設用地を各 DIC の

敷地及びその周辺に確保されて我が国の建設業者が使用できることを確認する。 

 

4） 工事の入札前までに、本工事を着工するために必須である市当局、州当局、国レベルの

関係諸官庁の諸手続きの承認が終了していることを確認する。 

 

5） 「イ」国側が行うインフラストラクチャー整備工事が、本工事の進捗に合わせて遅滞な

く実施されるよう「イ」国側の予算執行のスケジュールを確認する。 

 

6） 本工事の着工後に、日本側が本工事を実施するために必要な「イ」国での免税その他の

手続きが「イ」国側が円滑に進め準備が整っていることを確認する。 

 

7） メダン及びランプンについては、日常の検査・診断活動へ影響を最小限にするための仮

設工事の内容を確認する。 

 

8） 本工事の完成した後に「イ」国側が設置する既存機材の移転、新規購入の什器備品、施

機材が速やかに行われ、本計画の竣工引渡しの後、速やかに所定の活動が行われること

を確認する。 

 

9） 上記の維持管理の費用・予算が「イ」国で確保されていることを確認する。 

 

10） 本工事の完成した後の施設・機材の維持管理に必要な人材が引き渡し以前に配置されて

いる。 

 



 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

４－１ プロジェクトの効果 

 

（1） プロジェクト全体を通した効果 

1） 直接効果 

① 西ジャワ地区のスバンに DIC が建設される 2009 年には、ジャワ島全体の AI 等の家禽

の検査・診断件数が現在 DIC ジョグジャカルタのみで行われている年平均 12,000 件か

ら約 60％増加する。 

 

② スマトラ島の DIC メダンにおける HPAI 検査の診断件数は年間約 22,000 件であり、DIC

ランプンでは年間約 23,000 件である。2009 年にそれぞれに AI 検査・診断施設及び機

材が整備されることにより、診断件数が約 50％増加する。 

 

③ 適切な搬入、前処理、診断、後処理ができることによって、バイオセーフティ保持に

配慮した作業基準が確立する。 

 

2） 間接効果 

① バイオセーフティ保持に必要な施設環境構築のための手順が確立され、故障予防の観

点に立った効率的で自立的な維持管理システムが構築される。 

 

② 検査データが蓄積され、AI 等重要家畜疾病拡散防止のための政策判断に寄与する。 

 

③ 高病原性の AI 等の重要家畜疾病診断を施設・機材が整備されることによって、DIC の

周辺と地域全体の環境への影響をなくす。 

 

（2） 成果指標の策定 

本件プロジェクトの目標達成を示す成果指標として、ジャワ島における HPAI 診断件数が増

加、DIC メダンでの HPAI 診断件数が増加、DIC ランプンでの HPAI 診断件数が増加する。その

他の成果指標としては、入院患者数の増加、手術件数の増加を用いることとする。（詳細につ

いては、別添資料の事業事前計画表(基本設計時)を参照のこと） 
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４－２ 課題・提言 

 

本件プロジェクトによって建設され、機材が整備される DIC スバン、AI 検査・診断施設が建設

され、機材が整備される DIC メダン及び DIC ランプンが、円滑かつ効果的に運営され、前述の直

接的・間接的効果を発揮するためには、さらに以下の点について改善・整備される必要がある。 

 

（1） 施設及び調達された機材が、良好な状態で継続的に使用されるために、施設及び機材の維

持管理を担当する必要人員を確保する。 

 

（2） 建設された施設と整備された機材によって精度の高い研究が継続的に行われるよう、施設

の維持管理体制を構築すると共に、担当者の技術レベル向上のための活動を推進する。 

 

（3） 機材納入に際して、機材調達業者による保守点検マニュアル・操作マニュアル・回路図等

の説明に加え、機材操作の技術指導を行い、さらに機材の保守管理を効果的に実施するた

めの、マニュアル等の有効な活用方法についても指導する 

 

（4） 本件プロジェクトに関連した調達機材の納入日時・使用頻度・修理履歴等を把握し、機材

ごとの台帳（記録帳）を整備する。更に、スペアパーツ購入計画及び機材更新計画を作成

し、それに基づいた機材の中長期維持管理予算計画を策定する。 

 

（5） 本件プロジェクトの完成後、毎年その運営状況についての年次報告書を作成する。これに

よって対象施設・機材の運営管理状況を把握し、病院運営の改善に関する参考資料として

活用する 
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４－３ プロジェクトの妥当性 

 

本件プロジェクトを我が国の無償資金協力によって事業実施することについては、以下の事項

などから、その妥当性を有するものと判断できる。 

 

（1） プロジェクトの内容 

本プロジェクトは国家上位計画である「鳥インフルエンザ防圧とインフルエンザの流行を

防御するための国家戦略計画」の中で、農業省が所掌する「防圧に係る機関とワクチン品質

管理機能の強化」に係る施設・機材の整備計画である。現在ジャワ島には DIC ジョグジャカ

ルタにしかなく検査需要に対する対応率は 20％、一方、スマトラ島の DIC メダンでは同じく

50％、DIC ランプンでは 60％という状況である。したがって、本プロジェクトの実施によっ

て、スバン市に DIC を新たに建設し、一方、メダンとランプーンの二ヶ所の既存 DIC には AI

検査・診断のためのラボおよびその活動に必須の施設と機材を調達することによって、西ジ

ャワ及びスマトラ島における鳥インフルエンザをはじめとした重要家畜疾病に関する診断機

能・能力を強化することを目的とする。 

 

（2） プロジェクトの裨益対象 

「イ」国の農業人口約 2,900 万人(2004 年、「イ」国政府推定)の約 70％に相当するジャワ

島及びスマトラ島の農民 2,000 万人である。 

 

（3） プロジェクト目的の整合性 

「イ」国側は、「鳥インフルエンザ防圧とインフルエンザの流行を防御するための国家戦略

計画」（2006-2008 年）に基づき「防圧に係る機関とワクチン品質管理機能の強化」に係る施

設・機材の整備計画を実施しており、本件プロジェクトはその目的達成に資するプロジェク

トである。 

 

（4） 自立発展性の確保 

本件プロジェクトで供与される施設の設備や機材は、現在使用されているレベルのものを

基本として構成されていることから、若干のスタッフの増員と、維持管理のための予算増額

を行うことで維持管理が可能な範囲である。 

 

（5） 環境への影響 

本件プロジェクトで建設される施設から排出される汚水は「イ」国が定める水質基準を満

足する汚水処理槽で適切に処理されて後に地下浸透式により排出されることから、環境に対

して影響を与える可能性はない。また、感染の可能性のある廃棄物は全て高圧滅菌の後、焼

却処分されるころから環境への影響は殆どない。 

 

（6） 本件プロジェクトの実施 

本件プロジェクトを実施する責任機関である DGLS は、現在も我が国の農業セクターのプロ

ジェクトを経験しており、本件プロジェクトの実施について問題がないと判断される。 
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４－４ 結論 

 

本件プロジェクトは、「イ」国の人口の 63%を占めるジャワ島とスマトラ島に AI 検査・診断施

設の建設と機材の整備を実施することによって、前述のような検査指数が大幅に改善されるとと

もに、人々の不安と経済への打撃を緩和する効果が期待されることから、協力対象事業として我

が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本プロジェクトの運営･維持

管理についても、相手国側の実施体制は人員･資金ともに十分であり、特に問題はないと考えられ

る。さらに、前述（4-2 課題･提言）の諸点が整備・改善されれば、本プロジェクトはより円滑か

つ効果的に実施し得るものと考えられる。 
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資料１．調査団員・氏名 
 

＜基本設計調査時＞ 2007 年２月４日 ～ ３月３日 

 

No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 要田 正治 総括 独立行政法人国際協力機構 
国際協力専門員 

2 山口 尚孝 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部  
業務第三グループ農漁村開発チーム 

3 遠藤 建 業務主任／建築計画／

環境社会配慮 株式会社日本設計 

4 日野水 信 施設設計 株式会社日本設計 

5 鈴木 誠 機材計画／ 

家畜疾病診断システム 
株式会社フジタプランニング 

6 山口 良二 機材計画Ⅱ 株式会社フジタプランニング 

7 杉田 雅子 調達計画／積算 株式会社フジタプランニング 

8 岡田 有弘 設備設計 株式会社日本設計 

9 中嶋 英雄 施工計画／積算 株式会社日本設計 

10 藤田 哲也 構造計画（補強） 株式会社日本設計 

 
 
＜基本設計調査概要説明時＞ 2007 年５月 27 日 ～ ６月７日 

 
No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 山口 尚孝 総括 
独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部 
業務第三グループ農漁村開発チーム 

2 遠藤 建 業務主任／建築計画／

環境社会配慮 株式会社日本設計 

3 鈴木 誠 機材計画Ⅰ/ 
家畜疾病診断システム 株式会社フジタプランニング 

4 上村 真貴子 建築設計（補強） 株式会社日本設計 

5 礒部 剛久 設備設計（補強） 株式会社日本設計 

6 大谷 陽介 電気設備計画（補強） 株式会社日本設計 

 
 



資料２．調査行程 
基本設計調査日程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総 括 計画管理
業務主任/
建築計画/環
境社会配慮

機材計画Ⅰ/
家畜疾病診

断システム

施設設計 設備計画 機材計画Ⅱ
施工計画/積

算
構造計画
(補強)

調達計画/積
算

1 2月4日 (日)

3 6日 (火)

5 8日 (木)

6 9日 (金)

7 10日 (土)

8 11日 (日)
成田発　→
ｼﾞｬｶﾙﾀ着

成田発→ｼﾞｬ
ｶﾙﾀ着

9 12日 (月)
機材調達
市場調査

10 13日 (火)
機材調達
市場調査

12 15日 (木)
機材調達
市場調査

13 16日 (金)
機材調達
市場調査

夜ｼﾞｬｶﾙﾀ発

15 18日 (日) →　成田着
団内協議・
資料整理

16 19日 (月)
再委託調査
業者見積提

出･調査発注

機材調達
市場調査

機材調達
市場調査

ジャカルタ発→

18 21日 (水) →　成田着

19 22日 (木)

20 23日 (金)

21 24日 (土)

22 25日 (日)

23 26日 (月)
DICメダン調
査

24 27日 (火)
DICスバン調
査

25 28日 (水)

26 3月1日 (木)

28 3日 (土)

14 17日 (土)

ジャカルタ発→メダン着

4 7日 (水)
ジャカルタ発→ﾊﾞﾝﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟｰﾝ着

DICランプーン視察

ﾊﾞﾝﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟｰﾝ発→ジャカルタ着 DICメダン現況詳細調査

(金)

ジャカルタ発　→

他ドナー訪問 基本計画案作成

農業省で協議
（テクニカルメモランダム機材計画案協議

農業省で協議
（テクニカルメモランダム施設計画案協議

団内協議、資料整理

17 20日 (火) 西ジャワ（スバン）サイト詳細調査官庁協議

農業省で協議
（施設・機材計画案、先方負担事項、インフラ引き込み、

環境社会配慮項目の説明）

現地再委託調査業者面接･
自然条件調査見積依頼

→　成田着

機材調達
市場調査

施工計画･調達計画DICランプーン視察、
現況詳細調査

ﾊﾞﾝﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟｰﾝ発→ジャカルタ着

農業省で協議（成果指
標、資料収集先確認）

DICランプーン視察、現況詳細調査

→　成田着

成果指標確認のためのベースライン調査

農業省で協議（環境配慮事項など）

テクニカルメモランダム署名、
JICA事務所・日本大使館へ報告

農業省で施設概要協議

農業省で機材計画概要協議

官団員 コンサル団員

成田発　→　ジャカルタ着

DICメダン現況詳細調査
成田発　→

ジャカルタ着

DICメダン視察、
現況詳細調査

JICA事務所・日本大使館表敬
農業省表敬、

インセプションレポート説明、

調査日程等確認、

HAPI国家対策委員会表敬

ジャカルタ発→ジョグジャカルタ着
DICジョグジャカルタ表敬･視察

ジャカルタ発　→　メダン着

　　　調査団員

月日

5日2 (月)

27 2日

施工計画･調達計画調査農業省でミニッツ案協議

基本計画案作成

夜　ジャカルタ発　→

機材調達
市場調査

建築施工実績調査･施工方法検討

施工計画･調達計画

DICメダン現況詳細調査
メダン発→　ジャカルタ着

ジャカルタ→スバン（陸路）
西ジャワ（スバン）サイト詳細調査　（スバン近郊泊）

西ジャワ（スバン）サイト詳細調査（スバン近郊泊）

団内協議・資料整理・
ミニッツ案作成

スバン→ジャカルタ（陸路）
団内協議・資料整理・ミニッツ案作成

ジャカルタ発→メダン着
DICメダン表敬･視察、現地にて協議

メダン発→ジャカルタ着

農業省協議
（現地視察結果報告など）

ジャカルタ→スバン（陸路）
西ジャワ（スバン）サイト視察

スバン→ジャカルタ（陸路）

11 14日 (水)

　　夜　ジャカルタ発

農業省でミニッツ署名、
JICA事務所・日本大使館へ報告 ジャカルタ発　→　ﾊﾞﾝﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟｰﾝ着

DICランプーン視察、現況詳細調査

　団内協議・資料整理

DICランプーン詳細調査
午後ﾊﾞﾝﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟｰﾝ発　→

ジャカルタ着

→　成田着
他ドナー訪問・

資料収集
DICランプーン視察、現況詳細調査

農業省で協議
（先方負担事項など）



 

基本設計調査概要説明日程 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括
業務主任／建築計
画／環境社会配慮

機材計画Ⅰ/
家畜疾病診断シス

テム

建築設計
（補強）

設備計画
（補強）

電気設備計画
（補強）

1 5/27 日

2 5/28 月

3 5/29 火

4 5/30 水

5 5/31 木

6 6/1 金

8 6/3 日

9 6/4 月

10 6/5 火

11 6/6 水

12 6/7 木

13 6/8 金

14 6/9 土

ジャカルタ発　→　バンダルランプン着
DICランプン視察

成田発　→　ジャカルタ着

JICA事務所、日本大使館、農業省表敬

農業省で協議

　　　　　調査団員

月日

DICランプン視察
バンダルランプン発　→　ジャカルタ着

→　成田着

農業省で協議（DICメダン、DICランプン）

ジャカルタ着　→　メダン着
DICメダン視察

DICメダン視察
メダン発　→　ジャカルタ着

テクニカルメモランダム署名、
JICA事務所、日本大使館へ報告

ジャカルタ発　→

テクニカルメモランダム準備

ジャカルタ発　→　スバン着
DICスバン視察

団内協議、資料整理

農業省で協議

農業省で協議
他ドナーと協議

団内協議

農業省で協議
団内協議、資料整理

団内協議
7 6/2 土

農業省でミニッツ案協議

農業省でミニッツ案協議

ミニッツ署名、
JICA事務所、日本大使館へ報告

ジャカルタ発　→

→　成田着



資料３．関係者（面会者）リスト 

 

インドネシア側関係者 

 

(Ministry of Agriculture) 

Directorate General of Livestock Services, Ministry of Agriculture 

Ir. Mathur Riady, MA Director General of Livestock Services 

下平 乙夫 Livestock Development Policy Adviser 

 * Counterpart for the Preliminary Study Team 

Dr. Fauzi Luthan Diector of Ruminant, Directorate of Ruminant Production, DGLS 

Dr. Maradoli Hutasuhut Head of Non Poultry sub directorate, Directorate of Non Ruminant, 

DGLS 

Dr. J. Liano Head of Planning Division, Secretariat, DGLS 

Ms. Elly Sudiana, DVM, MSc Coordinator of AI Campaign Management Unit 

Dr. Bagoes Poermadjajdi Head of Surveillance, Sub-directorate,  

Directorate of Animal Health 

Dr. H. Mastor Head of Surveillance & Epidemiology 

Dr. Muhammad Azhar Secretary of Campaign, Management Unit of Avian Influenza 

Dr. Ronny Mubedo Staff of Campaign, Management Unit of Avian Influenza 

Dr. Nuri Widowati Officer in charge of International Cooperation 

Dr. Elly Sawitri Siregar Coordinator Avian Influenza Campaign Management Unit 

 

DIC Regional 1 Medan 

Dr. Herlin Diah Sumaryani, M.Si Director  

Dr. Ni Wayan Diah P. Microbiology and food safety 

Dr. Martdeliba Virology Staff 

Dr. Suhirajan Pathology 

Mr. Sangkot                  Pathology 

Mr. Husni Electrician 

Mr. Ruslam Surengar Facility Maintenance 

 

DIC Regional 3 Lampung  

Dr. Soegiarto Head of DIC Lampung 

Dr. Sri Marfiotinagsi Virology 

Ms. Mardiatmi Epidemiology Staff 

Mr. Wisno Adi Saputra Pathology Staff 

Ms. Sulinawati Idem 

Mr. Faizah Moleculor Virology Staff (Biochemistry laboratory) 



Dr. Hadi Prabowo Pathology 

Dr. Rismayani Saridewi Veternary Public Health 

Mr. Eko Agus S. Moleculor Virology Staff (Biochemistry laboratory) 

Ms. Diyan Cahyaningsari Moleculor Virology Staff (Biochemistry laboratory)  

 

DIC Regional 4 Yogyakarta 

Dr. Sutrisno Administration 

Dr. Tri Bhakti Usman Virologist 

Dr. Sia met Mitomo Bacteriologist 

Dr. Waluyo Brd. Psiyono Pathology 

Dr. Gesit Chejo Pathology 

Dr. Khejalatus . M. P Parasitology 

Dr. Samkan Mp Epidemiology 

Dr. Putut Epidemiology 

Dr. Nasir Veterinary Public Health 

Dr. Maria Veterinary Public Health 

Dr. Sihanoeyani Virology 

Dr. C. Rinioroni Bacteriology 

Dr. Didir Yulianto Pathology 

Dr. Virawatos Pathology 

 

National Development Planning Agency (BAPPENAS) 

Dr. Ir. Endah Murningtyas Msc Director 

 

USAID 

Dr. Lloyd H. Lauerman PCR Consultant 

 

Food and Agriculture Organization of United Nations (FAO) 

Mr. John Weaver Senior Technical Advisor 

 

PLN Medan 

Mr. Suyadi Marketting 

 

TELKOM Medan 

Mr. Ketuf Budi Utama General Manager 

 

PDAM Medan 

Mr. Heri Batangari Manager 

 



PLN Lampung 

Mr. Nur Taufis Assistant Manager 

 

TELKOM Lampung 

Mr. Risma Mauu  

 

PDAM Lampung 

Mr. Herrie Eajy Director 

 

PWD Subang 

Mr. Dondon  

 

PLN Subang 

Mr. M. Chaerudeis  

 

TELKOM Subang 

Mr. Eri Ernawat  

 

PDAM Subang 

Drs.H. Dedy Pujasumedi Patah President Director 

 

Meteorological and Geological Agency Bandung 

Mr. M. Hideyat Data Processing sub Division 

 

 

 

日本側関係者 

 

在インドネシア日本大使館 

Mr. 瀬尾 隆 一等書記官 

 

JICA インドネシア事務所 

加藤 圭一 所長 

花里 信彦 次長 

山根 誠 所員 

 



 

   資料４．討議議事録（M/D） 
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    ＜基本設計調査概要説明時＞ 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

資料５．事業事前計画表（基本設計時） 

 

1．案件名  

インドネシア国鳥インフルエンザ等重要家畜疾病診断施設整備計画 

2．要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

(1) 「イ」国において 2004 年 1 月に「高病原性鳥インフルエンザ(以下、’HPAI’)ウイルス

(H5N1)」が確認され、また死亡者が発生したことから、「イ」国政府はその防圧対策に取り

組んでいるが、その後も人への感染による死亡者の累計は 2007 年 5 月で 79 名となってい

る。さらに一層の対応が必要であるが、「イ」国側の経済的な制約から我が国に支援を求め

てきた。 

 (2) 本件調査対象は三つの家畜衛生ラボ(以下、「DIC」という。) の強化・整備計画である。

DIC スバンの計画は、全人口の 46%が集中し、しかも家禽飼養羽数が全国の 62％(2004 年農

業省)が集中しているジャワ島の西部地区に新 DIC を建設するというものである。現在その

地区は中部のジョクジャカルタが管轄しているが、物理的に遠く実際には対応ができてい

ない。DIC スバンは西ジャワの 24 県を対象としたもので、AI を含む重要家畜疾病に対する

検査・診断機能の強化が期待されている。 

   DIC メダンと DIC ランプンについては、既存 DIC に AI を含む重要家畜疾病の検査・診断

機能を備えた AI 棟とその関連施設・機材を整備するものである。2006 年度の HPAI の診断

需要件数に対する対応率が現状のそれぞれ 50％、60％である状態が改善される。 

(3) 「イ」国には BSL-2 レベルの検査・診断施設が存在しておらず、AI 等の病原微生物・ウイ

ルス等を安全に扱うことができない施設環境の中で、DIC 職員は危険に曝されながら職務

を遂行している。また、DIC 施設からの排水・廃棄物等を適切に処理して環境へ影響を及

ぼさない仕組みの構築が必須である。 

(4)「イ」国農業省畜産総局は DIC の施設・機材の改善に取り組んでいるが財政難のためにその

実施が困難な状態である。 

 

3．プロジェクト全体計画概要 

本プロジェクトの国家上位計画である「鳥インフルエンザ防圧とインフルエンザの流行

を防御するための国家戦略計画」の中で、農業省が所掌する「防圧に係る機関とワクチン

品質管理機能の強化」に係る施設・機材の整備計画である。 

現在ジャワ島唯一の DIC であるジョクジャカルタでは、HPAI の年間平均診断件数は約

12,000 件であり、一方、スマトラ島の DIC メダンでは約 3,000 件、同じく DIC ランプン

では約 6,000 件である。それらの検査需要に対する対応率はそれぞれ 20％、50％、60％

であるが、本プロジェクトの実施によって、スバン市に DIC を建設し、メダンとランプン

の二ヶ所の既存 DIC に AI 検査・診断のためのラボおよびその活動に必須の施設と機材を

調達することによって、西ジャワにおける鳥インフルエンザをはじめとした重要家畜疾病

に関する診断機能・能力を強化することを目的とする。 

 

《裨益対象の範囲及び規模について》 

  「イ」国の農業人口約 2,900 万人(2004 年、「イ」国政府推定)の約 70％に相当するジャワ

島及びスマトラ島の農民 2,000 万人である。 

 

 

 



 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ジャワ島西部に、AI 検査・診断を安全に行う施設を含む DIC を建設する。一方、スマト

ラ島の既存 DIC スバン並びに DIC メダンに、AI 検査・診断を安全に行うための施設を増

築する。これらによって AI 検査・診断体制を強化する。  

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア スバンに AI 検査・診断を含む DIC として必要最低限の機能を備えた施設・機材の建設

する。 

イ 安全な検査・診断を行うための施設・機材の維持管理技術の向上を図る。  

 

(4) 投入(インプット) 

ア 日本側    ：無償資金協力 17.81 億円 

イ 「イ」国側 : 

(ア) 相手側負担工事         2.68 億円 

(イ) DIC スバンの施設・機材の運営・維持管理を担当する人材の確保 

(ウ) 施設・機材の運営・維持管理に係る経費 

 

(5) 実施体制 

  主管官庁・実施機関： インドネシア共和国農業省畜産衛生総局 

 

4．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

   インドネシア共和国スバン市郊外の農業省所有の計画地 

同     メダン市既存 DIC 敷地内 

同     ランプン市既存 DIC 敷地内 

(2)  概要 

  ① DIC スバンの AI 検査・診断機能を含んだ施設の新築及び機材整備 

  ② DIC メダンと DIC ランプンに対して AI 検査・診断とそれに関係する施設の整備と、上

記新設施設の運営に必要最小限でかつ維持管理能力を踏まえた規模・範囲の機材調達

 

(3)  相手国側負担事項 

① DIC スバン進入道路整備 

② 建設予定地の造成・整地 

③ DIC スバンの電気・給水・電話引込み 

④ DIC ランプン自家発電設備改善 

⑤ DIC ランプン、礼拝所解体及び新築・DIC メダン鶏舎解体 



 

⑥ DIC スバンの畜産公衆衛生棟・同敷地塀・同車庫・同ガードマン小屋・同ゲート、同職

員社宅建設 

 

(4)  概算事業費 

概算事業費  20.49 億円 

(日本側負担 17.81 億円、「イ」国側負担 2.68 億円) 

 

(5)  工期 

詳細設計・入札期間を含め約 19.5 ヶ月(予定) 

 

(6)  貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮  

①新AI施設からの排水は化学処理槽ならびに汚水処理施設にて適切に処理する。 

②新AI施設からの廃棄物は高圧滅菌処理の後､敷地内で焼却処分をするなど適切に処理する。

  

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

大規模な自然災害等が発生しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

 

  特になし。 

 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（1） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 
現状の数値 

（2006 年） 

計画値 

（2010 年） 

ジャワ島における HPAI 診断件数が増加 約 12,000 件/年 60%増加する。 

DIC メダンでの HPAI 診断件数が増加 約 3,000 件/年 50%増加する。 

DIC ランプンでの HPAI 診断件数が増加 約 6,000 件/年 50%増加する。 

 

（2）その他の成果指標 

   特になし 

（3）評価のタイミング 

   2010 年以降（協力対象施設竣工の一年後） 

 



資料６．参考資料／入手資料リスト 

 

番号 名     称 形態
オリジナル

／コピー 

発行機関 

（収集先） 
発行年 

１ 

Peta Penyakit Hewan DI Jawa 2004 

Jogjakarta 

(2004 年度ジャワ島疾病報告書) 

印刷 コピー 
DIC ジョクジャカル

タ 
2005 年 

２ 

Laporan Tahunan Tahun 2004 

Regional 4 Jogjakarta  

(DICジョクジャカルタ2004年度報

告書) 

印刷 コピー 
DIC ジョクジャカル

タ 
2005 年 

３ 
DIC ジョクジャカルタ既存施工図 

(建築) 
図面 コピー 

DIC ジョクジャカル

タ 
2006 年 

４ 

Laporan Tahunan Tahun 2005 

Regional 1 Medan  

(DIC メダン 2005 年度報告書) 

印刷 コピー DIC メダン 2006 年 

５ 

Laporan Tahunan Tahun 2005 

Regional 3 Lanpung  

(DIC ランプーン 2005 年度報告書)

印刷 コピー DIC ランプーン 2006 年 

６ 
DIC ランプーン既存給排水施工図

(給排水・電気・防災) 
図面 コピー DIC ランプーン 2006 年 

７ 
Animal Health Standard Manual

 
印刷 コピー 農業省畜産総局 2005 年 

８ 
 

 
    

９ 
 

 
    

10 
 

 
    

11 
 

 
    

12 
 

 
    

13 
 

 
    

14 
 

 
    

15 
 

 
    

16 
 

 
    

17 
 

 
    

18 
 

 
    

19 
 

 
    

20 
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